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2令和6年7月25日発行　みよた議会だより　No.136補正予算

保険証の資格確認証を交付 175万円

マイナンバーカードシステム改修委託料

　令和６年12月２日に現行の健康保険証が廃止される
ことに伴い、マイナ保険証を保有していない方へ資格確
認書の交付をするため、システムを改修する。
　この資格確認書が交付されることにより、引き続き医
療機関に受診できるようになる。

現行の健康保険証は、令和６年８月１日か
ら１年間は特例として使える状態になるが、
国民健康保険への切り替えなどでマイナ保
険証がないという場合、資格確認書は発行
されるのか。

保険証の期限が切れてしまうことは決まっ
ているが、その先のことに関してはマイナ
ンバーカードとマイナ保険証の道筋を町で
はどこまで確認できているのか。

　社会保険を離脱されて国民健康保険に加入し
た方の中で、マイナ保険証を所持していない方
に対して交付していく形である。

　現状は、現行の保険証は本年12月２日に廃
止され、マイナンバーカードによるオンライン
資格確認を受けることができない状況にある方
に対しては資格確認書を交付し、被保険者確認
をする形になっている。
　今後、国からの情報を注視して動いていきた
いと考えている。

問
問

答

答

歳出

　定例会は６月７日招集、17日までの11日間の会期で開催され、専決処分事項の報告８件、
事件案２件、条例案６件、規則案１件、補正予算案５件、報告事項２件、契約案２件、陳情
４件、意見書案３件の計33件を審議しました。
　本定例会で提出された議案や条例案の中から、町民のみなさんの注目度が高いと思われる
ものを議員による質疑とともにピックアップし、お知らせします。

　補正内容のおもな点は２点で、１点目は国が進める物価高騰対応の定額減税および給付金事業、
２点目は杉の子幼稚園附属保育園つくしんぼ分園の新設に伴い、国の補助金や交付金を見込み、町から
の補助金を加えて計上されたものです。

一般会計総額

93億228万円
（3億497万円の増額補正）

町民1人あたり

約55万円
※令和6年6月1日現在の人口

16,780人で算出

補正予算を可決令和6年
第2回定例会開催
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地域おこし協力隊
の募集準備

農業者の育成と
持続可能な農業へ 250

万円
300
万円

地域おこし協力隊員募集
伴走支援業務委託料

新たな担い手の育成による
生産基盤強化緊急対策事業補助金

　他自治体では、総務省の
「地域おこし協力隊アドバ
イザー」より隊員募集など
のサポートを受けている。
御代田町は令和４年から現
在まで協力隊がいないこと
から、協力隊導入に向け、
町がサポートを受けるため
の委託料である。

　夏場の高温期に栽培できる品目の栽培体系などを
検討する組織へ補助金を交付する。

支援の内容、職員に対するサポートの
内容は。この事業補助金の詳細は。

　さまざまな部署、さまざまな業種で協力
隊をうまく活用している自治体が見られ
る。まずは職員向けの研修会をし、職員へ
のヒアリングを重ね、ワークショップなども
含めながら募集要項作成に繋げていく。令和
７年度の採用に向けてサポートを受ける。

　農業法人１社、認定農業者４名、新規就
農者1名で構成される御代田町農業者育成
部会が組織されている。そこに補助金を出
し、夏場の高温期の栽培品目として、ネギ
とズッキーニを導入する。主なものは肥料
代、飼料代、材料費、燃料費などである。

問問
答答

歳出歳出

ショートステイ
子育て支援 22

万円

子育て短期支援事業負担金
　子育て短期支援事業は、保護者の方の疾病などの
理由により、一時的に一定期間、子どもを預かる事
業のこと。町外の児童家庭支援センターへ通う町民
分の委託料を負担する。

現在１名が利用中であるが、複数人利
用希望者が出てくる際には、受け皿と
して他の施設はあるのか。
　ショートステイについては、今は軽井沢
学園スミールの委託契約のみである。
　施設側の受入れ許容の部分になってくる
かと思うが、基本的に断るということはし
ないという話を受けている。

問

答

歳出
保育士配置の
基準を変更 条例の改正

御代田町家庭的保育事業等の設備
および運営に関する基準を定める
条例の一部改正
　保育士・保育従事者の数を、
満３歳以上満４歳に満たない児
童おおむね20人につき１人か
ら、おおむね15人につき１人へ
改める。
　また、満４歳以上の児童おお
むね30人につき１人から、おお
むね25人につき１人へ改める。

　公立保育園については、今年から複数担
任制を導入するように動いており令和６年
４月から始まった。現在は改正後の基準を
満たしている状況である。
　他の園についても、この制度に向け進め
ていくが、保育士が足りないという全国の
状況から、国は経過措置（準備期間）を設
けるということである。

保育士が不足しているという話を聞く
と心配になるが、現状は。問

答
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賛否の分かれた議案
議員名簿

議案など

賛
　
　
成

反
　
　
対

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14
議
決
結
果
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本
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謙
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陳情（詳細は６ページをご覧ください）

陳情
「さらなる少人数学級推進と教員増のた
めの教育予算確保」・「義務教育費国庫負
担制度の堅持・拡充」を求める陳情

10 3 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × — 採択

陳情
「へき地教育振興法に鑑み、へき地手当
等支給率を近隣県並みの水準に戻すこ
と」を長野県知事に求める陳情

11 2 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × — 採択

陳情 マイナンバー制度による健康保険証廃止
方針の撤回を求める陳情 3 10 ○ × ○ × × × × × ○ × × × × — 不採択

陳情 訪問介護費の引下げ撤回と介護報酬引
上げの再改定を求める陳情 11 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × — 採択

意見書（詳細は７ページをご覧ください）

発委
「さらなる少人数学級推進と教員増のため
の教育予算確保」・「義務教育費国庫負担
制度の堅持・拡充」を求める意見書（案）

10 3 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × — 可決

発委
「へき地教育振興法に鑑み、へき地手当
等支給率を近隣県並みの水準に戻すこ
と」を求める意見書（案）

11 2 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × — 可決

発委 訪問介護費の引下げ撤回と介護報酬引上
げの再改定を求める意見書（案） 11 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × — 可決

専決処分

報告
専決処分事項の報告（令和５年度 国補 
都市構造再編集中事業 龍神の杜公園整
備工事請負契約の変更）

12 1 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 — 承認

その他

議案 御影用水及び湧玉用水の管理に関する事
務等の委託に関する規約の制定 12 1 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ — 可決

※　○…賛成、×…反対　議長は採決に加わりませんので、「―」で表示します。（議長　14番　荻原　謙一）　　

建築協定を定めるために 条例の制定

御代田町建築協定条例の制定

　建設に関する法令などの範囲内で地域住民が自主的に、
良好な環境の形成および、保全並びに改善のために、地域
の住民の合意形成により個々の地域に見合った協定内容
を設定して、これを特定行政庁（長野県）が認可すること
で、公的な拘束力を持つ協定。

この条例を制定することのメリットは。
協定を結ぶことは、町に条例が無いとでき
ないのか。

　例えば、建築協定書でアパートの建設を禁止
すると、協定区域内でアパートの建築は行えな
くなる。環境の保全や改善のために、建築基準
法以上にきめ細かい基準を設定できる。

　その通りである。
　まず建築協定条例を制定し、その上で、建築
協定書を作成し町へ提出する。その後、公告、
縦覧などの手続きをして県に進達し、県で認可
されれば建築協定が適用される。

問 問

答 答



5 令和6年7月25日発行　みよた議会だより　No.136 上程議案

全会一致の議案など
【町長提出】

条例の改正
議案 御代田町浅間縄文ミュージアム条例の一部を改正する条例案 可決
議案 御代田町消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例案 可決
議案 御代田町保育料徴収条例の一部を改正する条例案 可決

議案 御代田町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例案
（詳細は３ページをご覧ください） 可決

議案 御代田町建築協定条例を制定する条例案
建築協定の協定事項や締結できる区域を定めるもの（詳細は４ページをご覧ください） 可決

予算　　　　　　（詳細は２～３ページをご覧ください）　　　　　
議案 令和６年度御代田町一般会計補正予算案（第１号） 可決
議案 令和６年度御代田町国民健康保険事業勘定特別会計補正予算案（第１号） 可決
議案 令和６年度御代田町介護保険事業勘定特別会計補正予算案（第１号） 可決
議案 令和６年度御代田小沼水道事業会計補正予算案（第２号） 可決
議案 令和６年度御代田町下水道事業会計補正予算案（第１号） 可決

専決処分
報告 専決処分事項の報告（御代田町町税条例の一部を改正する条例） 承認
報告 専決処分事項の報告（御代田町国民健康保険税条例の一部を改正する条例） 承認
報告 専決処分事項の報告（令和５年度御代田町一般会計補正予算（第８号）） 承認
報告 専決処分事項の報告（令和５年度御代田町国民健康保険事業勘定特別会計補正予算（第５号）） 承認

報告 専決処分事項の報告（令和５年度御代田町介護保険事業勘定特別会計補正予算（第４号）） 承認
報告 専決処分事項の報告（令和５年度御代田町住宅新築資金等貸付事業特別会計補正予算（第１号）） 承認
報告 専決処分事項の報告（令和６年度御代田小沼水道事業会計補正予算（第１号）） 承認

報告
報告 令和５年度御代田町土地開発公社事業報告、財産目録、貸借対照表及び損益計算書の報告 ―
報告 令和５年度御代田町繰越明許費繰越計算書の報告 ―

その他

議案 令和６年度 国補 社会資本整備総合交付金事業 ストックマネジメント計画に基づく処理場機械設備
（その２）工事請負契約 可決

議案 令和６年度 国補 社会資本整備総合交付金事業 ストックマネジメント計画に基づく処理場電気設備
（その２）工事請負契約 可決

議案 戸籍に係る電子情報処理組織の事務委託の廃止 可決
【委員会提出】

条例の改正
発委 御代田町議会委員会条例の一部を改正する条例案 可決
発委 御代田町議会会議規則の一部を改正する規則案 可決

「御代田動画」で議会の動画配信をして
います。日程は、町ホームページでお
知らせします。

6月定例会
開会日

6月定例会
閉会日

御代田町議会
動画
配信中!
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▼陳情はこうなりました▼
陳情名 陳情者 趣　旨 委員会意見

（◎が委員会の結果）
担　当
委員会

本会議
結　果

「さらなる少人数学
級推進と教員増の
ための教育予算確
保」・「義務教育費
国庫負担制度の堅
持・拡充」を求め
る陳情

長野県
教職員組合
佐久支部
御代田町単組
単組長
宮下　康白

　どの子にもゆきとどいた
教育をするため、抜本的な
教員定数の改善が不可欠で
ある。
　また、2006年に義務教
育費の国庫負担率が２分の
１から３分の１に引き下げ
られたが、全国どこに住ん
でいても一定水準の教育を
受けられるよう、義務教育
国庫負担制度の堅持・拡充
が必要である。

◎採択　
・どこに住んでいても一定
水準の教育を受けられる
ことが大事である。

・国の責任で平等に教育を
受けられることが大事で
ある。

不採択
・三位一体の改革において
税源移譲され地方の裁量
で柔軟な対応ができて
いるが、国庫負担率を
引き上げるとそういった
対応ができなくなる恐れ
がある。

総務
福祉
文教

賛成多数で
採択

「へき地教育振興法
に鑑み、へき地手
当等支給率を近隣
県並みの水準に戻
すこと」を長野県
知事に求める陳情

長野県
教職員組合
佐久支部
御代田町単組
単組長
宮下　康白

　長野県は2006年度よ
り、へき地手当率の大幅な
減額を行い、都市部との格
差がいっそう拡大してい
る。教育の機会均等と中山
間地域における教育水準の
向上を図るため、へき地手
当等支給率を近隣県並みの
水準に回復することが喫緊
の課題である。

◎採択　
・へき地の教員が少なくな
ると地域の教育バランス
も悪くなってしまう。

・へき地の手当が少ないと
人口の流出にも繋がって
いく。

総務
福祉
文教

賛成多数で
採択

マイナンバー制度
による健康保険証
廃止方針の撤回を
求める陳情

佐久地区
社会保障
推進協議会
代表委員
新津　俊治

　マイナンバーカードの取
得は任意だが、健康保険証
は交付が法令で義務付けら
れており、これを廃止する
と健康保険証を有しない被
保険者が必ず発生する。申
請主義となっている資格確
認証で対応すると矛盾が
拡大することから、健康保
険証を存続するよう要望す
る。

◎不採択　
・マイナ保険証のない人に
は申請をすることなく、
資格確認証が交付される
ため健康保険証が廃止さ
れても引き続き医療が受
けられる。

採択
・国の方針がまだ定まって
いない中で現時点では
マイナンバーカードへの
保険証切り替えは問題が
ある。

総務
福祉
文教

賛成少数で
不採択
討論あり
７ページ

訪問介護費の引下
げ撒回と介護報酬
引上げの再改定を
求める陳情

佐久地区
社会保障
推進協議会
代表委員
新津　俊治

　訪問介護の基本報酬が４
月から引き下げとなってお
り、小規模・零細事業所が
経営難に陥り、在宅介護の
基盤が壊滅的になる恐れが
ある。ヘルパーの給与は全
産業平均を月額約６万円下
回っており、介護人材の確
保がますます困難になるた
め、訪問介護費の引き下げ
撤回と、介護報酬引き上げ
の再改定を早急に行うこと
を要望する。

◎採択　
・高齢化が進む中で訪問介
護の利用も多くなってく
る。職員維持のためにも
手厚い報酬が必要になっ
てくる。

・都市部と地方の違いが考
慮されておらず、加算の
条件も厳しい中では再改
定をする必要がある。

継続審査
・衆議院厚生労働委員会に
おいて「介護や障害福祉
の現場を支える職員の処
遇改善の検討を政府に求
める決議」が可決されて
おり、今後の動向を見る
必要がある。

総務
福祉
文教

賛成多数で
採択
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マイナンバー制度による健康保険証廃止方針の撤回を求める陳情

意見書・討論

▼国・県へ意見書を提出しました▼

▼陳情に対し討論がありました▼

「さらなる少人数学級推進と教員増のための教育予算確保」と「義務
教育費国庫負担制度の堅持・拡充」を求める意見書
１　どの子にもゆきとどいた教育をするため、国の責任で以下の３点を検討し、必要な教育予算を確保す
ること。

　⑴さらなる少人数学級推進。
　⑵複式学級の学級定員の引き下げ。
　⑶教員基礎定数算出に用いる「係数」の改善。
２　教育の機会均等とその水準の維持向上のために必要不可欠な義務教育費国庫負担制度を堅持し、負担
率を２分の１に復元するなど拡充すること。

【提出先：衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、財務大臣、総務大臣、文部科学大臣】

「へき地教育振興法に鑑み、へき地手当等支給率を近隣県並みの水準
に戻すこと」を求める意見書
１　教育の機会均等と中山間地域における教育水準の向上をはかるため、へき地手当およびへき地手当に
準じる手当の支給率について、都市部との格差（相対的へき地性）がいっそう拡大している実情を十
分把握しつつ、近隣県との均衡を勘案し、2005年度衣以前の水準に戻すこと。

【提出先：長野県知事、長野県議会議長】

訪問介護費の引下げ撒回と介護報酬引上げの再改定を求める意見書
　介護報酬の改定で、訪問介護の基本報酬が４月から引き下げられたが、このままでは在宅介護が続けら
れず「介護崩壊」を招きかねない。訪問介護はとくに人手不足が深刻である。ヘルパーの給与は常勤でも
全産業平均を月額約６万円も下回る。ヘルパーの有効求人倍率は22年度で15.5倍と異常な高水準である。
このままでは介護人材の確保はますます困難になる。
　よって国においては、訪問介護費の引き下げ撒回と、介護報酬引き上げの再改定を早急に行うこと。

【提出先：内閣総理大臣、厚生労働大臣、財務大臣】

陳
情
に
対
し 

反
対

陳
情
に
対
し 

賛
成

内
堀 

綾
子　
議
員

不
具
合
を
正
し
て
か
ら

進
む
べ
き

　
す
べ
て
を
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

に
し
た
場
合
に
、
使
用
で
き
る
か
に

疑
念
が
あ
る
。

　
で
き
る
人
の
み
に
目
を
向
け
、
で

き
な
い
部
分
か
ら
目
を
そ
ら
し
て
い

る
よ
う
に
思
う
。

　
不
具
合
を
正
し
て
か
ら
進
む
べ
き

で
あ
る
。

池
田 

る
み　
議
員

申
請
な
く
資
格
確
認
書
が

交
付

　
マ
イ
ナ
保
険
証
の
な
い
方
す
べ
て

に
、
申
請
を
い
た
だ
く
こ
と
な
く
資

格
確
認
書
が
交
付
さ
れ
、
引
き
続
き

医
療
が
受
け
ら
れ
る
予
定
と
な
っ
て

い
る
。

　

マ
イ
ナ
保
険
証
の
取
り
組
み
は
、

医
療
行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
る

上
で
必
要
な
仕
組
み
で
あ
る
。
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一般質問Q&A
９人の議員が質問しました

6月定例会

一般質問とは、議員が町の執行状況や将来に対する考え方などの報告や説明を町に求め、
適切な調整運営を進めているか議員がチェックするものです。
この議会だよりでは、◎の項目を議員本人が要約執筆したものを掲載しています。

内
うち

堀
ぼり

　綾
あや

子
こ

　　 P９ ◎給食費無償化の課題について		 	
◎龍神まつり実施にあたり町の想いは
◎町長公務の管理について

森
もり

泉
いずみ

　謙
しず

夫
お

　　 P10 ◎御代田町の未来について
○資格を持つ職員への対応について
◎龍神の杜公園について

尾
お

関
ぜき

　充
み

紗
さ

　　 P11 ◎電話でお金詐欺（特殊詐欺）への対策について
◎障害福祉に関する福祉サービスについて

山
やま

本
もと

　今
け

朝
さ

和
かず

　 P12 ◎公共施設のＬＥＤ化の進捗状況について
◎畑潅水施設の管理保全対応について

中
なか

山
やま

　温
あつ

夫
お

　　 P13 ◎障がい者就労支援の推進について
◎コロナ禍における特例貸付金の現状と総合相談支援
　体制から重層的相談支援事業の実施について

赤
あか

田
た

　憲
のり

子
こ

　　 P14 ◎ブロック塀の現状と対策について
◎空家対策及び木造住宅耐震改修補助事業について

山
やま

浦
うら

　久
ひさ

人
と

　　 P15 ◎通学路の改善について
◎雪窓公園の整備について
◎独居老人の現状について

池
いけ

田
だ

　るみ　　 P16 ◎ＡＥＤの普及と活用について
◎マイナンバーカードの利用促進について

内
うち

堀
ぼり

　喜
き

代
よ

志
し

　 P17 ◎町消防団の人員と活動について
◎農業の目指すべき在り方について
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内
うち

堀
ぼり

　綾
あや

子
こ

議員

YouTube
2次元コード

町は龍神まつりをどう支えるか

財政的や人的支援が望ましいかと

問
町
で
は
、
町
長
を

実
行
委
員
長
と
し

て
実
行
委
員
会
形
式
を

と
っ
て
い
る
。

　
龍
神
ま
つ
り
を
ど
の
よ

う
に
支
え
て
い
く
か
、
町

長
の
考
え
は
。

答
町
長

ま
つ
り
に
何
か
の

団
体
が
で
き
る
と
か
、
団

体
に
引
き
継
い
で
い
く
こ

と
が
望
ま
し
い
で
あ
ろ
う

と
い
う
考
え
は
あ
る
。

マ
ニ
ュ
ア
ル
化
を
は
か
っ

て
い
く
。

問
町
は
龍
神
ま
つ
り

の
今
後
を
ど
の
よ

う
に
支
え
て
い
く
か
。

答
経
済
産
業
課
長

行
政
は
、
財
政
的

な
支
援
や
、
ま
つ
り
ス

タ
ッ
フ
と
し
て
の
人
的
支

町
外
に
通
う
子
の
給
食
費
無
償
化
は

理
解
い
た
だ
い
て
い
る
と
考
え
て
い
る

町
長
の
公
費
支
出
の
決
ま
り
は

使
途
目
的
に
応
じ
て
支
出
さ
れ
る
べ
き

援
を
し
て
い
く
こ
と
が
将

来
的
に
は
望
ま
し
い
の
で

は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

問
町
外
の
小
中
学
校

に
通
う
子
供
た
ち

へ
の
給
食
費
無
償
化
お
よ

び
給
食
費
な
ど
補
助
金
の

町
の
対
応
は
。

答
教
育
次
長

町
内
に
設
置
の
な

い
特
別
支
援
学
校
に
通
う

場
合
の
み
対
象
と
な
る
。

問
御
代
田
町
に
住
み
、

町
に
税
を
払
い
な

が
ら
、
町
外
の
小
中
学
校

に
通
う
選
択
を
し
た
場
合

は
対
象
外
に
な
る
方
が
い

る
。
そ
の
子
も
親
も
御
代

田
町
の
町
民
で
あ
る
。
町

外
に
通
う
子
の
給
食
費
無

償
化
の
対
象
拡
大
に
つ
い

て
再
考
と
検
討
は
。

答
町
長

何
も
考
え
な
い
と

い
う
こ
と
は
な
い
が
、
今

の
時
点
で
は
、
ご
理
解
い

た
だ
い
て
い
る
と
考
え
て

い
る
。

問 

要
綱
の
中
で
は
、

「
町
内
の
小
中
学

校
に
通
う
児
童
生
徒
の
心

身
と
も
に
健
や
か
な
成
長

の
支
援
及
び
保
護
者
の
経

済
的
負
担
の
緩
和
を
図
る

た
め
、
学
校
給
食
費
を
無

償
と
す
る
措
置
に
つ
い
て

必
要
な
事
項
を
定
め
る
も

の
と
す
る
」
と
あ
る
。

　
町
内
の
小
中
学
校
に
通

わ
な
く
て
も
、
児
童
生
徒

は
同
じ
町
民
で
あ
る
。
町

長
の
認
識
は
。

答
町
長

町
民
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。

問
町
長
の
公
費
支
出

の
決
ま
り
は
。

答
総
務
課
長

交
際
費
は
、
町
長

な
ど
が
町
を
代
表
し
、
外

部
と
の
交
際
交
渉
に
必
要

な
経
費
で
あ
る
。

　
食
料
費
は
、
行
政
事
務

執
行
上
必
要
と
さ
れ
る
各

種
会
議
に
お
け
る
経
費
で

あ
る
。
会
費
な
ど
に
係
る

経
費
は
、
両
面
的
性
格
を

有
し
て
い
る
が
、
使
途
目

的
に
応
じ
て
支
出
さ
れ
る

べ
き
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

駅前で多くの方に感動を与える舞を披露（2023年撮影）。

学校給食法にも給食について定められ
ている。
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問
独
自
に
作
成
し
た

「
龍
神
の
杜
公
園

駐
車
場
の
感
想
は
」
と
い

う
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
、「
広

森
もり

泉
いずみ

　謙
しず

夫
お

議員

い
」1
人
、「
ま
あ
ま
あ
広

い
」1
人
、「
普
通
」17
人
、

「
狭
い
」28
人
、「
と
っ
て
も

狭
い
」
53
人
と
、
100
人
中

81
人
の
方
が
「
狭
い
」
ま

た
は
「
と
っ
て
も
狭
い
」

と
い
う
回
答
で
あ
っ
た
。

公
園
利
用
者
の
８
割
以
上

が
駐
車
場
は
狭
い
と
回
答

し
て
お
り
、
こ
の
８
割
が

求
め
る
民
意
を
も
と
に
、

改
善
を
求
め
た
い
と
考
え

る
が
、
町
側
は
ど
の
よ
う

に
捉
え
る
か
。

第
６
次
長
期
振
興
計
画
に
も
期
待
す
る
。

YouTube
2次元コード

龍神公園駐車場狭いと回答が8割

今後の調査を基に対応を検討

答
建
設
水
道
課
長

駐
車
場
の
満
車
状

況
が
遊
具
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

に
よ
る
一
過
性
の
現
象
か
、

2
万
人
公
園
都
市
構
想
の
見
直
し
は

企
画
会
議
や
策
定
委
員
会
な
ど
で
検
討

休日の龍神の杜公園駐車場はとても混みあう。

問
政
策
を
積
み
重
ね

て
い
く
こ
と
で
、

町
民
を
ど
ん
な
未
来
に
連

れ
て
い
っ
て
く
れ
る
の
か
。

答
町
長

未
来
を
担
う
子
供

た
ち
を
政
策
の
中
心
に
据

え
る
こ
と
が
重
要
だ
と
考

え
て
い
る
。

　
究
極
に
住
み
や
す
い
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
、

今
後
も
汗
を
流
し
て
い
く
。

問
第
6
次
長
期
振
興

計
画
を
策
定
す
る

の
で
あ
れ
ば
、
２
万
人
公

園
都
市
構
想
理
念
の
見
直

し
や
、
人
口
の
減
少
を
計

画
的
に
迎
え
る
こ
と
も
含

め
、
今
後
の
政
策
を
積
み

重
ね
る
こ
と
で
つ
く
り
出

す
未
来
が
、
町
の
ビ
ジ
ョ

ン
と
し
て
示
さ
れ
る
も
の

で
な
け
れ
ば
、
町
民
が
求

め
る
も
の
に
は
な
り
得
な

い
の
で
は
な
い
か
。

答
企
画
財
政
課
長

日
本
全
体
の
人
口

が
減
少
す
る
中
、
当
町
の

人
口
も
減
少
に
転
じ
る
こ

と
は
避
け
て
通
れ
な
い
と

考
え
て
い
る
。
町
の
魅
力

を
高
め
、
有
効
な
施
策
の

計
画
的
な
実
施
が
求
め
ら

れ
る
と
考
え
る
。
２
万
人

公
園
都
市
構
想
の
記
載
の

必
要
性
に
つ
い
て
、
要
綱

に
定
め
ら
れ
た
各
種
企
画

会
議
や
策
定
委
員
会
な
ど

で
検
討
し
、
第
６
次
長
期

振
興
計
画
が
持
続
可
能
な

ま
ち
づ
く
り
と
魅
力
的
な

ま
ち
づ
く
り
に
資
す
る
よ

う
な
計
画
策
定
を
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

慢
性
的
に
駐
車
台
数
が
不

足
す
る
の
か
、
今
後
も
調

査
を
継
続
し
、
結
果
を
基

に
対
応
を
検
討
し
て
い
く
。
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警告メッセージが流れた後に会話内容を自動録音
する機器。

対象が非課税世帯に限られる障がい福祉サービスの例。

尾
お

関
ぜき

　充
み

紗
さ

議員

YouTube
2次元コード

障がい福祉の所得制限見直しは

制限見直しや対象要件拡充を検討

問
障
が
い
福
祉
サ
ー

ビ
ス
と
い
う
の
は

当
事
者
に
と
っ
て
生
き
て

い
く
上
で
の
精
神
的
な
支

柱
で
あ
り
、
障
が
い
者
手

還
付
金
な
ど
正
式
な
手
続
方
法
は

郵
送
や
窓
口
で
の
対
応
が
基
本

帳
所
持
者
は
平
等
に
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
る
権
利
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
。

　
障
が
い
福
祉
に
関
す
る

福
祉
サ
ー
ビ
ス
全
般
に
つ

い
て
、
所
得
制
限
の
見
直

し
を
必
要
と
す
る
考
え
は
。

答
保
健
福
祉
課
長

国
の
制
度
に
基
づ

く
も
の
も
あ
る
た
め
、
全

て
に
お
い
て
所
得
制
限
を

撤
廃
す
る
と
い
う
こ
と
は

で
き
な
い
が
、
所
得
制
限

を
含
め
対
象
要
件
で
ハ
ー

ド
ル
が
高
い
こ
と
も
あ
る

問
電
話
で
お
金
詐
欺

の
手
口
の
中
に
は

役
場
職
員
を
名
乗
り
、
還

付
金
が
あ
る
と
い
う
口
実

で
振
り
込
み
を
誘
導
す
る

よ
う
な
手
口
も
あ
る
。

　
還
付
金
な
ど
が
町
で
発

生
し
た
際
の
当
町
で
の
正

式
な
手
続
方
法
は
。

答
税
務
課
長　

町
民
に
疑
念
を
抱

か
せ
な
い
よ
う
、
手
続
は

郵
送
や
窓
口
で
の
対
応
を

基
本
と
し
て
い
る
。

　
例
外
と
し
て
、
還
付
口

座
の
回
答
を
頂
け
な
い
方

に
対
し
て
、
通
知
が
届
い

て
い
る
か
を
確
認
す
る
た

め
の
電
話
を
か
け
る
こ
と

や
、
滞
納
者
に
対
し
て
は

電
話
や
個
別
訪
問
に
よ
り

納
付
を
促
す
場
合
も
あ
る
。

　
た
だ
し
、
こ
の
よ
う
な

場
合
に
は
事
前
に
何
度
か

通
知
を
郵
送
し
、
還
付
や

滞
納
が
あ
る
こ
と
を
本
人

に
知
ら
せ
て
い
る
。

問
特
殊
詐
欺
（
電
話

で
お
金
詐
欺
）
の

電
話
が
か
か
っ
て
き
た
時

点
で
の
対
策
を
目
的
と
し

た
周
知
は
。

答
総
務
課
長

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
が

実
施
し
て
い
る
サ
ー
ビ
ス

と
し
て
、
固
定
電
話
に
専

用
の
特
殊
詐
欺
対
策
ア
ダ

プ
タ
ー
を
取
り
付
け
る
こ

と
に
よ
り
、
Ａ
Ｉ
が
通
話

内
容
を
判
定
し
、
事
前
に

登
録
し
た
家
族
な
ど
の
連

絡
先
に
危
険
を
通
知
す
る

機
能
が
あ
る
。

　
ま
た
、
町
で
は
65
歳
以

上
の
方
を
対
象
と
し
て
通

話
録
音
装
置
を
無
料
で
貸

し
出
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
サ
ー
ビ
ス
を

町
民
に
広
報
す
る
こ
と
で
、

引
き
続
き
被
害
防
止
に
努

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

と
考
え
る
こ
と
か
ら
、
所

得
制
限
の
見
直
し
や
対
象

要
件
の
拡
充
を
含
め
、
ま

ず
は
町
単
独
事
業
で
の

必
要
性
や
状
況
を
踏
ま
え
、

検
討
を
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。
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問
防
犯
灯
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

に
よ
る
電
気
料
の

削
減
効
果
と
灯
数
は
。

答
総
務
課
長

防
犯
灯
の
管
理
と

今
後
10
年
間
の
新
設
も
含

め
た
リ
ー
ス
に
よ
る
包
括

山
やま

本
もと

今
け

朝
さ

和
かず

議員
畑
灌
水
施
設
の
管
理
保
全
対
応
は

協
議
会
を
設
立
し
農
業
政
策
の
協
議
を

的
管
理
契
約
を
令
和
４
年

７
月
に
締
結
し
、
令
和
5

年
2
月
末
ま
で
に
完
了
し

た
。

　
令
和
4
年
度
の
防
犯
灯

の
電
気
料
金
は
616
万
円
ほ

ど
、
令
和
5
年
度
は
288
万

円
ほ
ど
で
、
53
・
3
％
の

削
減
で
あ
る
。

　
灯
数
は
、
平
成
15
年
度

末
は
991
台
、
令
和
4
年

度
末
は
１
千
558
台
、
令
和

5
年
度
の
台
数
は
、
各
区

か
ら
の
要
望
に
基
づ
き
64

台
を
設
置
し
１
千
622
台
と

な
っ
て
い
る
。

問
畑
灌
施
設
の
管
理

保
全
対
応
は
。

答
産
業
経
済
課
長

約
10
団
体
の
畑
灌

水
施
設
組
合
が
、
農
業
者

で
独
自
に
組
織
さ
れ
、
灌

水
施
設
、
送
水
ポ
ン
プ
、

管
路
な
ど
の
維
持
管
理
を

し
て
い
る
。

　
導
入
か
ら
40
年
以
上
経

過
し
老
朽
化
が
進
み
、
日

常
の
修
繕
の
回
数
も
増
加

し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　
組
合
の
財
政
状
況
が
厳

し
い
現
実
で
、
基
金
を
積

み
立
て
る
余
裕
が
な
い
。

　
組
合
の
負
担
軽
減
策
と

し
て
「
土
地
改
良
施
設
維

持
管
理
適
正
化
事
業
」
は

事
業
費
の
う
ち
国
が
30
％
、

県
が
30
％
補
助
、
灌
水
組

合
が
40
％
負
担
す
る
も
の

で
、
大
規
模
修
繕
は
計
画

的
に
実
施
す
る
こ
と
で
、

補
助
率
の
有
利
な
国
と
県

の
補
助
事
業
が
活
用
で
き

る
と
考
え
る
。

　

ま
た
、「
農
業
振
興
事

業
」
は
、
事
業
費
の
う
ち

町
50
％
補
助
、
灌
水
組
合

50
％
負
担
す
る
も
の
で
突

発
的
な
機
械
の
故
障
の
速

や
か
な
修
理
が
可
能
で
あ

る
。

　
小
規
模
の
補
修
や
更
新

に
は
多
面
的
機
能
支
払
交

付
金
を
活
用
す
る
と
効
果

的
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
今
年
度
は
、
多
面
的
機

能
保
全
組
織
協
議
会
の
設

立
を
予
定
し
て
い
る
。
協

議
会
で
は
各
団
体
の
代
表

が
集
ま
り
定
期
的
に
現
状

把
握
や
意
見
交
換
、
ま
た
、

今
後
の
農
業
政
策
に
つ
い

て
協
議
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　
町
と
し
て
は
、
協
議
会

の
事
務
局
と
し
て
組
合
相

互
の
連
帯
を
図
り
、
情
報

を
共
有
し
、
農
業
生
産
の

基
盤
施
設
で
あ
る
畑
灌
施

設
の
問
題
解
決
に
向
け
て

支
援
し
て
い
き
た
い
と
考

YouTube
2次元コード

防犯灯LED化による効果は

約53％削減で灯数1,622台

春の作付に向け畑灌プール清掃。

畑灌送水タンクのサビ止め（塗装）。

え
て
い
る
。
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林業分野でも広がりをみせている障がい者雇用。

中
なか

山
やま

　温
あつ

夫
お

議員

YouTube
2次元コード

農福連携事業の町の考えは

有効な手法であると考えている

問
役
場
の
障
が
い
者

雇
用
に
つ
い
て
、

町
長
は
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。

答
町
長

役
場
の
障
が
い
者

重
層
的
相
談
支
援
体
制
の
実
施
は

効
果
的
一
体
的
な
全
庁
的
支
援
は
重
要

雇
用
率
が
５
年
連
続
で
法

定
を
下
回
っ
て
い
た
と
い

う
こ
と
は
、
大
い
に
反
省

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

こ
ろ
で
あ
る
。

　
障
が
い
者
雇
用
は
合
理

的
配
慮
を
各
課
で
ど
の
よ

う
に
達
成
し
て
い
く
の
か

と
い
う
こ
と
が
大
事
で
あ

り
、
今
後
は
、
法
定
の
雇

用
率
を
上
回
っ
て
雇
用
し

て
い
く
と
い
う
こ
と
が
大

事
で
は
な
い
か
と
思
っ
て

い
る
。

問
地
域
社
会
の
変
化

に
伴
っ
て
生
じ
る

様
々
な
課
題
に
対
し
て
、

包
括
支
援
体
制
に
向
け
た

属
性
を
問
わ
な
い
相
談
支

援
、
社
会
と
つ
な
が
り
た

め
の
支
援
、
交
流
で
き
る

場
や
居
場
所
づ
く
り
に
向

け
た
支
援
を
実
施
し
て
い

く
、
重
層
的
相
談
支
援
体

制
整
備
事
業
の
実
施
は
。

答
保
健
福
祉
課
長

効
果
的
か
つ
一
体

的
に
全
庁
的
な
取
組
の
も

と
、
支
援
を
し
て
い
く
こ

と
は
重
要
と
考
え
て
い
る
。

　
対
象
者
の
属
性
、
世
代
、

相
談
内
容
を
問
わ
ず
、
町

全
体
で
共
に
支
え
合
う
支

援
体
制
を
構
築
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
と
な
る
た
め
、

現
状
の
課
題
を
整
理
し
、

他
自
治
体
で
取
り
組
み
な

ど
を
参
考
に
支
援
体
制
の

充
実
を
目
指
し
検
討
し
て

い
く
。

問
農
福
連
携
事
業
を

実
施
し
て
い
く
と

す
る
な
ら
、
農
業
関
係
者
、

そ
し
て
障
害
福
祉
関
係
者

に
と
っ
て
も
相
互
利
益
と

い
う
状
況
が
生
ま
れ
、
町

に
と
っ
て
も
共
生
社
会
の

実
現
に
向
け
た
ツ
ー
ル
と

も
な
っ
て
い
く
が
、
考
え

は
。答

保
健
福
祉
課
長

地
域
全
体
で
障
が

い
の
あ
る
方
の
就
労
を
支

援
し
て
い
く
取
組
と
し
て
、

農
福
連
携
は
有
効
な
手
法

で
あ
り
、
障
が
い
者
の
就

労
や
農
業
全
体
の
展
開
も

踏
ま
え
重
要
な
取
組
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

産
業
経
済
課
長

　
農
業
と
福
祉
の
異
な
る

分
野
が
連
携
し
て
事
業
を

行
う
こ
と
は
、
相
互
理
解

と
協
力
が
な
け
れ
ば
難
し

い
こ
と
だ
と
考
え
る
。

　
現
状
で
は
、
知
ら
れ
て

い
な
い
、
広
が
っ
て
い
か

な
い
と
い
っ
た
課
題
が
あ

り
、
担
当
者
会
議
や
保
健

福
祉
課
と
も
連
携
し
て
情

報
共
有
に
努
め
、
生
産
者

や
事
業
者
が
、
障
が
い
の

あ
る
方
が
働
き
や
す
い
職

場
環
境
の
整
備
を
し
た
場

合
の
支
援
制
度
に
つ
い
て

も
情
報
発
信
に
努
め
て
い

く
。
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問
通
学
路
の
耐
震
性

に
問
題
の
あ
る
ブ

ロ
ッ
ク
塀
の
現
状
は
。

答
教
育
次
長

把
握
し
て
い
る
ブ

ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
情
報
は

合
計
９
件
で
あ
る
。
状
況

に
応
じ
て
対
応
を
行
な
っ

て
い
る
。
関
係
機
関
が
連

赤
あか

田
た

　憲
のり

子
こ

議員

携
を
図
り
、
定
期
的
に
危

険
箇
所
の
合
同
点
検
を
実

施
し
、
通
学
路
の
改
善
・

充
実
を
図
っ
て
い
る
が
、

危
険
箇
所
を
全
て
把
握
す

る
こ
と
は
難
し
い
。
町
民

の
皆
様
か
ら
も
ご
意
見
な

ど
を
寄
せ
て
頂
け
れ
ば
幸

い
で
あ
る
。

問
生
活
路
に
お
け
る

危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク

塀
の
把
握
は
。

答
建
設
水
道
課
長

幹
線
道
路
、
生
活

道
路
を
目
視
で
確
認
、
各

地
区
に
ブ
ロ
ッ
ク
塀
、
コ

ン
ク
リ
ー
ト
塀
が
散
在
し

て
お
り
、
控
え
壁
に
よ
り

補
強
し
て
い
る
物
も
あ
っ

点検チェックポイントを活用し、ブロック塀の
点検を！

それぞれの補助金は合わせて使うことが可能です！ (広報やまゆり6月号より）

YouTube
2次元コード

危険なブロック塀に対する考えは

補助金制度の導入を考えたい

た
が
、
ひ
び
割
れ
や
傾
き

な
ど
対
応
が
必
要
な
も
の

も
あ
っ
た
。

問
町
の
対
策
及
び
今

後
の
方
向
性
は
。

答
建
設
水
道
課
長

今
後
ブ
ロ
ッ
ク
塀

な
ど
の
状
況
を
把
握
し
、

木
造
住
宅
耐
震
改
修
に
伴
う
取
組
は

事
前
に
建
設
水
道
課
に
相
談
を

問
空
き
家
の
現
状
は
。

答
建
設
水
道
課
長

令
和
2
年
度
末
時

点
で
272
件
の
空
き
家
を
認

定
、
指
導
が
必
要
な
空
き

家
は
存
在
し
て
い
な
い
。

　
空
き
家
バ
ン
ク
は
平
成

27
年
5
月
に
運
用
を
開
始

し
、
63
件
の
登
録
が
あ
り
、

42
件
の
成
約
が
あ
っ
た
。

問
空
き
家
に
対
す
る

取
組
み
は
。

答
建
設
水
道
課
長

空
き
家
改
修
事
業

は
経
費
の
2
分
の
1
、
上

限
50
万
円
を
補
助
と
し
、

空
き
家
整
理
事
業
を
改
修

事
業
と
別
メ
ニ
ュ
ー
と
し

て
経
費
の
2
分
の
1
、
上

限
20
万
円
を
補
助
と
し
た

ほ
か
、
解
体
事
業
は
経
費

の
2
分
の
1
、
上
限
50
万

円
と
し
た
。
補
助
事
業
の

時
限
を
令
和
9
年
3
月
31

日
ま
で
延
長
し
て
い
る
。

問
木
造
住
宅
耐
震
改

修
事
業
に
伴
う
取

組
み
は
。

答
建
設
水
道
課
長

耐
震
改
修
工
事
費

用
の
一
部
を
補
助
し
て
い

る
。
県
の
補
助
と
合
わ
せ

る
と
最
大
150
万
円
に
な
る
。

除
却
工
事
の
補
助
は
上
限

83
万
8
千
円
、
改
修
し
た

室
内
の
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事

費
用
の
補
助
は
上
限
30
万

円
で
あ
る
。
事
業
を
活
用

す
る
際
は
、
工
事
前
に
建

所
有
者
の
除
却
な
ど
の
計

画
や
町
の
制
度
に
対
す
る

要
望
・
移
行
調
査
を
実
施

し
た
上
で
、
制
度
設
計
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

問
危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク

塀
へ
の
補
助
金
制

度
に
対
す
る
町
長
の
考
え

は
。答

町
長

補
助
金
制
度
を
で

き
る
だ
け
導
入
す
る
方
向

で
検
討
す
る
の
は
極
め
て

自
然
で
あ
る
。
導
入
で
き

る
よ
う
に
考
え
て
い
き
た

い
。

設
水
道
課
に
相
談
を
お
願

い
し
て
い
る
。
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山
やま

浦
うら

　久
ひさ

人
と

議員

YouTube
2次元コード

グリーンベルトの設置は

今後検討していきたい

問
カ
ー
リ
ン
グ
場
横

の
道
が
危
険
で
あ

る
。
通
学
時
の
警
察
へ
の

交
通
指
導
を
依
頼
し
て
い

る
か
。

答
総
務
課
長

交
番
で
は
、
毎
朝

パ
ト
カ
ー
に
よ
る
通
学
路

な
ど
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実

施
し
て
い
る
。

問
違
反
車
の
取
り
締

ま
り
な
ど
保
護
者

か
ら
上
が
っ
て
い
る
が
、

町
の
65
歳
以
上
の
人
口
は

男
女
で
４
千
597
人

雪
窓
公
園
の
草
刈
り
は

民
間
業
者
と
委
託
契
約
を
締
結

問
御
代
田
町
の
65
歳

以
上
の
人
口
は
。

答
保
健
福
祉
課
長

男
性
が
２
千
97

人
・
女
性
が
２
千
500
人
で

合
計
４
千
597
人
で
あ
る
。

問
一
人
暮
ら
し
で
不

安
な
こ
と
は
、
健

康
や
病
気
の
事
が
多
く
あ

る
が
町
と
し
て
の
対
策
や

予
防
は
。

答
保
健
福
祉
課
長

独
り
暮
ら
し
の
高

齢
者
が
健
康
で
自
立
し
た

生
活
を
送
れ
る
よ
う
、
ご

自
身
で
日
々
の
健
康
管
理

を
す
る
と
と
も
に
、
町
の

事
業
を
積
極
的
に
活
用
頂

き
た
い
と
思
う
。

問
独
居
老
人
の
家
探

し
の
相
談
窓
口
は

ど
こ
か
。

答
保
健
福
祉
課
長

地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
や
御
代
田
町
の
社

会
福
祉
協
議
会
が
、
生
活

困
窮
者
自
立
支
援
法
な
ど

に
基
づ
く
相
談
支
援
業
務

問
雪
窓
公
園
の
草
が

目
立
つ
が
草
刈
り

の
予
定
は
。 

答
建
設
水
道
課
長 

民
間
事
業
者
と
植

栽
な
ど
の
管
理
業
務
委
託

契
約
を
締
結
し
て
い
る
。

　
伐
採
も
今
年
度
実
施
す

る
予
定
で
あ
る
。

問
公
園
内
の
遊
具
が

一
部
破
損
し
て
い

と
し
て
様
々
な
相
談
に
応

じ
て
い
る
。

問
身
寄
り
の
な
い
独

り
暮
ら
し
の
老
人

の
把
握
は
出
来
て
い
る
か
。

答
保
健
福
祉
課
長

身
寄
り
の
な
い
独

り
暮
ら
し
の
高
齢
者
を
正

確
に
把
握
す
る
事
は
困
難

で
あ
る
。

問
独
居
老
人
の
終
活

の
相
談
窓
口
は
。

答
保
健
福
祉
課
長

当
町
で
は
、
通
常

業
務
の
中
で
総
合
相
談
窓

口
と
し
て
相
談
に
応
じ
て

い
る
こ
と
も
あ
り
、
特
別

に
終
活
相
談
窓
口
を
設
置

す
る
予
定
は
な
い
。

町
は
把
握
を
し
て
い
る
か
。

答
総
務
課
長

保
護
者
か
ら
要
望

が
上
が
っ
て
い
る
こ
と
に

つ
い
て
は
、
把
握
は
し
て

い
な
い
。

る
が
、
修
理
の
予
定
は
。

答
建
設
水
道
課
長

大
型
複
合
遊
具
の

更
新
を
実
施
す
る
。

　
ま
た
、
週
１
回
の
公
園

パ
ト
ロ
ー
ル
で
危
険
箇
所

を
確
認
し
、
修
繕
を
実
施

す
る
。

問
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト

の
設
置
は
。

答
建
設
水
道
課
長

グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト

だ
け
で
は
な
く
、
警
戒
標

識
や
路
面
標
示
と
い
っ
た

改
善
策
に
つ
い
て
も
、
今

後
検
討
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

問
速
度
制
限
の
標
識

の
設
置
な
ど
の
要

望
は
し
て
い
る
か
。

答
建
設
水
道
課
長

速
度
を
制
限
す
る

規
制
標
識
の
設
置
に
つ
い

て
、
要
望
し
た
こ
と
は
な

い
。

標識の設置を希望。

日本の人口の 50年後の推計は。
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問
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
申
請
、

交
付
状
況
は
。

答
町
民
課
長

5
月
31
日
時
点
で
、

申
請
件
数
は
1
万
4
千
51

枚
、
申
請
率
86
・
6
％
、

交
付
枚
数
は
1
万
2
千
507

枚
、
交
付
率
は
77
・
1
％

と
な
っ
て
い
る
。

池
いけ

田
だ

　るみ議員

問
マ
イ
ナ
保
険
証
へ

の
移
行
ま
で
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

答
保
健
福
祉
課
長

従
来
の
健
康
保
険

証
は
、
本
年
12
月
2
日
に

廃
止
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
マ
イ
ナ
保
険
証
を
保
有

し
て
い
な
い
方
に
は
、
手

元
に
あ
る
健
康
保
険
証
が

使
え
な
く
な
る
前
に
、
申

請
す
る
こ
と
な
く
資
格
確

認
証
が
交
付
さ
れ
、
引
き

続
き
医
療
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
予
定
と
な
っ
て

い
る
。

問
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
専
用
の
機

械
で
読
み
取
り
、
各
種
申

請
書
に
住
所
や
名
前
、
生

屋外に移設された小学校のAEDは
休日や夜間も使用可能に。

マ
イ
ナ
保
険
証
の
受
付
け
手
順
を
紹
介
。

YouTube
2次元コード

書かない窓口の開設は

調査検討を進めている

三
角
巾
を
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
付
属
品
に

維
持
管
理
者
で
検
討
が
必
要

問
女
性
傷
病
者
の
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
保
護

を
図
る
た
め
、
三
角
巾
を

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
付
属
品
と
し
て

の
配
備
は
。

答
消
防
課
長

Ａ
Ｅ
Ｄ
に
付
属
さ

せ
て
お
く
の
も
良
い
か
と

考
え
る
。
必
要
性
に
つ
い

て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
維
持

管
理
者
に
検
討
い
た
だ
く

必
要
が
あ
る
か
と
思
う
。

問
24
時
間
使
用
で
き

る
環
境
へ
公
共
施

設
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
屋
内
か
ら

屋
外
へ
の
設
置
に
代
え
て

い
く
考
え
は
。

答
総
務
課
長
　

北
小
学
校
、
南
小

学
校
に
つ
い
て
は
、
令
和

5
年
5
月
に
屋
外
に
移
設

し
た
。

　
役
場
庁
舎
の
総
務
課
に

設
置
し
て
い
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
は

宿
直
室
に
移
し
対
応
で
き

る
よ
う
に
し
て
い
け
れ
ば

と
考
え
て
い
る
。

　
他
の
施
設
に
つ
い
て
も

近
隣
の
設
置
状
況
な
ど
を

含
め
総
合
的
な
考
え
方
で

検
討
し
て
い
き
た
い
と
思

う
。問

各
区
の
公
民
館
や

世
代
間
交
流
セ
ン

タ
ー
へ
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
の

考
え
は
。

答
総
務
課
長
　

Ａ
Ｅ
Ｄ
が
設
置
さ

れ
て
い
る
区
は
現
在
7
区

あ
る
。

　

救
命
に
あ
た
っ
て
は
、

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
に
合
わ
せ
、

適
切
な
心
肺
蘇
生
法
の
併

用
が
大
切
で
あ
り
有
効
で

あ
る
と
聞
い
て
い
る
。
救

命
講
習
会
の
積
極
的
な
受

講
を
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

年
月
日
が
自
動
で
印
刷
さ

れ
る
「
書
か
な
い
窓
口
」

の
開
設
の
見
解
は
。

答
総
務
課
長

書
か
な
い
窓
口
の

手
法
も
幾
つ
か
あ
り
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
読

み
取
っ
た
情
報
が
自
治
体

情
報
シ
ス
テ
ム
に
連
携
す

る
こ
と
で
課
を
横
断
す
る

よ
う
な
横
展
開
も
容
易
と

な
る
方
法
が
あ
る
。

　
現
在
、
総
務
課
情
報
防

災
係
を
中
心
に
調
査
、
検

討
を
進
め
て
い
る
。



17 令和6年7月25日発行　みよた議会だより　No.136 一般質問

国庫補助のある残すべき優良農地。

条例改正により待遇改善となった消防団。

地
域
計
画
策
定
の
状
況
は

10
年
後
の
目
標
地
図
を
作
成
す
る

問
地
域
の
関
係
者
が

一
体
と
な
っ
て
話

し
合
い
、
作
成
す
る
地
域

計
画
策
定
の
状
況
と
、
本

年
度
の
予
定
は
。

答
産
業
経
済
課
長

地
域
計
画
は
、
農

振
農
用
地
を
中
心
に
、
地

域
の
農
業
を
持
続
さ
せ
て

い
く
た
め
の
方
針
と
、
農

地
一
筆
ご
と
に
将
来
の
担

い
手
と
な
る
農
業
者
の
計

画
を
立
て
て
い
く
。

　
町
、
農
業
委
員
会
と
の

協
働
に
よ
り
、
各
地
域
の

農
業
者
や
、
組
織
化
さ
れ

て
い
る
中
山
間
営
農
事
業

組
合
、
多
面
的
機
能
保
全

組
織
、
農
協
な
ど
の
農
業

者
団
体
と
協
議
を
進
め
て

い
る
。

　
今
年
度
は
協
議
し
た
結

果
か
ら
現
状
を
取
り
ま
と

め
、
10
年
後
の
状
況
に
つ

い
て
目
標
地
図
を
作
成
す

る
。

内
うち

堀
ぼり

　喜
き

代
よ

志
し

議員

YouTube
2次元コード

団員数の推移と待遇改善の効果は

大きな効果は得られていない

問
町
で
は
消
防
団
の

人
員
確
保
の
た
め

の
待
遇
改
善
を
行
っ
て
き

た
が
、
団
員
数
の
推
移
と

待
遇
改
善
の
効
果
は
。

答
消
防
課
長

団
員
数
は
令
和
元

年
度
は
287
名
、
２
年
度
は

270
名
、
３
年
度
は
278
名
、

４
年
度
は
241
名
、
５
年
度

は
235
名
、
6
年
度
は
219
名

で
、
本
日
現
在
221
名
で
あ

る
。

　
分
団
長
以
上
の
幹
部
の

任
期
が
２
年
で
あ
り
、
切

り
替
え
時
期
に
退
団
す
る

団
員
が
多
く
、
そ
れ
に
比

べ
て
入
団
者
が
少
な
い
た

め
、
減
少
傾
向
と
な
っ
て

い
る
。

　
令
和
４
年
度
か
ら
消
防

団
員
の
待
遇
改
善
の
た
め

に
、
団
員
の
報
酬
の
う
ち

年
額
報
酬
を
大
幅
な
増
額

と
し
、
分
団
を
運
営
す
る

上
で
必
要
と
な
る
経
費
は
、

各
分
団
に
補
助
金
を
交
付

し
て
い
る
。

　
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
待

遇
改
善
策
は
実
施
か
ら
間

も
な
い
た
め
、
団
員
以
外

に
浸
透
し
て
お
ら
ず
、
目

に
見
え
る
大
き
な
効
果
は

得
ら
れ
て
い
な
い
。

問
団
員
増
に
向
け
た

方
策
は
。

答
消
防
課
長

団
員
数
の
減
少
は

全
国
的
な
問
題
と
な
っ
て

い
る
。

　
団
員
の
勧
誘
の
具
体
的

な
方
策
と
し
て
、
信
州
消

防
団
応
援
シ
ョ
ッ
プ
事
業

の
周
知
で
あ
る
。

　
現
在
、
御
代
田
町
内
の

登
録
店
舗
は
７
店
舗
に
と

ど
ま
っ
て
い
る
の
で
、
商

工
会
を
は
じ
め
と
し
て
、

各
種
事
業
者
団
体
な
ど
へ

登
録
の
案
内
を
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。
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一般質問のあと、

　どうなった?
　これまでの一般質問が、どのように町政に反映されているのかを調査しました。
職員の業務の積み重ねにより、町は日々、前進しています。

都市計画マスタープランの策定は
[令和４年３月議会]

部活動の「地域移行」は
[令和４年12月議会]

　第５次長期振興計画の策定について、次期
御代田町都市計画マスタープランの策定はい
つ頃かまた、どのような変更か。

　中学校部活動の地域移行には、組織、人、
予算、場所などが必要不可欠と考えられる。
今後の具体的な方向性は。 

　令和５年３月、立地適正計画が策定され
た。東原西軽井沢線はルート決定後、用地交
渉が進み令和７年度の延伸着工に向けて事業
が進行している。

　本年度から、男子バスケ部が休日は「御代
田町休日スポーツ文化活動バスケットボール
クラブ」として活動して地域移行を始めて
いる。
　その他の部活動でも部活動指導員や生徒、
保護者がクラブチームとして活動できる体制
がととのったところから休日の移行を進めて
いく。

西軽井沢区まで延伸が待たれる東原西軽井沢線。

本年度から地域移行された男子バスケットボール部。

　御代田町都市計画マスタープランとは、町
で都市計画を推進していくための具体的なま
ちづくりの目標を定め、方向性を追い続けて
いく重要なプランである。都市計画マスター
プランの高度化版として立地適正化計画の策
定に着手している。令和４年度中に策定が完
了する予定である。東原西軽井沢線（役場北
の道路を西軽井沢区まで延伸する路線）の整
備に合わせて、町内の都市計画道路を整備可
能な計画に変更する。

　まずは、休日の運動部活で指導者、協力者
が確保でき、移行可能な部活から段階的に移
行していくことを基本としたいと考えている。

質　問 質　問

現　在

現　在

答　弁 答　弁



19 令和6年7月25日発行　みよた議会だより　No.136 日程変更

次回の定例会は9月です。
　本会議及び委員会の傍聴ができます。希望
される方は、議会事務局で受付してください。
　日程は、町ホームページでお知らせします。

こちらをスマートフォンで読み取っ
ていただくと、町ホームページ「御代
田町議会」のページに繋がります。

　９月定例会から、より慎重な審議を図るため、会期中の日程の一部を変更します。
　これまでの日程では、議員がおこなう「議案に対する質問内容の通知」が、議案の説明前の締切りとなっ
ていたことから、質問がしづらい状況がありました。
　そこで議会運営委員会では、行政視察をするなど検討を重ねた結果、議案の説明を受けてから、質問内容を
通知する日程に変更しました。
　これにより議案の説明後に調査をする時間的猶予が生まれ、より議案に対する慎重な審議が可能になります。

変更点  ・会期が５日間長くなる
　　　  ・本会議日が１日増加する
　　　  ・第１日目は、議案の説明のみとする
　　　  ・一般質問実施後に休会日を設ける
　　　  ・第８日目に議案に対する質疑を行う

（令和６年第２回議会まで） （令和６年第３回議会から）

定例会の日程を変更します
より慎重な審議のため

日　程 曜日 内　　容

第１日目 金

開会
諸般の報告
会期の決定
会議録署名議員の指名
町長招集の挨拶
議案上程
議案に対する質疑
議案の委員会付託

第２日目 土 議案調査
第３日目 日 議案調査
第４日目 月 一般質問
第５日目 火 一般質問
第６日目 水 常任委員会
第７日目 木 常任委員会

第８日目 金 常任委員会

第９日目 土 休会
第10日目 日 休会
第11日目 月 常任委員会
第12日目 火 全員協議会

第13日目 水

委員長報告
質　疑
討　論
採　決
閉　会

日　程 曜日 内　　容

第１日目 金

開会
諸般の報告
会期の決定
会議録署名議員の指名
町長招集の挨拶
議案上程
議案説明

第２日目 土 休会　議案調査
第３日目 日 休会　議案調査
第４日目 月 休会　議案質疑締切日
第５日目 火 一般質問
第６日目 水 一般質問
第７日目 木 休会

第８日目 金 議案に対する質疑
議案の委員会付託

第９日目 土 休会
第10日目 日 休会
第11日目 月 常任委員会
第12日目 火 常任委員会

第13日目 水 常任委員会

第14日目 木 常任委員会
第15日目 金 全員協議会　討論通告締切
第16日目 土 休会
第17日目 日 休会

第18日目 月

委員長報告
質　疑
討　論
採　決
閉　会
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い
よ
い
よ
盛
夏
が
や
っ
て

き
ま
す
。
雨
季
が
終
わ
り
を

迎
え
、
青
空
が
広
が
る
季
節

と
な
り
ま
し
た
。
太
陽
の
光

が
燦
々
と
降
り
注
ぎ
、
自
然

の
恵
み
を
感
じ
ら
れ
る
時
期

で
す
。

　

今
年
の
夏
も
多
く
の
イ
ベ

ン
ト
や
祭
り
が
予
定
さ
れ
お

り
、
皆
さ
ま
が
一
堂
に
会
し

交
流
を
深
め
る
場
と
な
る
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
議
会
だ
よ
り
も
皆

さ
ま
の
お
か
げ
で
充
実
し
た

内
容
を
、
お
届
け
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ま
の
声

を
大
切
に
し
、
よ
り
良
い
情

報
を
提
供
し
て
ま
い
り
ま
す
。

中
山　
温
夫

広
報
公
聴
常
任
委
員
会

　
　
委
員
長　
尾
関　
充
紗

　
　
副
委
員
長　
森
泉　
謙
夫

　
　
委　
　
員　
内
堀
喜
代
志

　
　
　
　
　
　
　
池
田　
る
み

　
　
　
　
　
　
　
中
山　
温
夫

　
　
　
　
　
　
　
赤
田　
憲
子

　
　
　
　
　
　
　
黒
岩　
　
旭

　
　
　
　
　
　
　
内
堀　
綾
子

編
集
後
記

町
の
み
な
さ
ん
の〝
声
〟を
お
届
け
し
ま
す

み
ん
な
の
声

　ハローアルソン医療ボラ
ンティアは、スラムの人た
ちに無料の歯科治療をおこ
なっており、そこで使う歯ブラシ、タオル、
石鹸を日本国内で提供してもらっています。
自宅に余っているタオルや石鹸でスラムの人
たちの生活を助けながら、優しい日本人の心
を思い起こしてもらいたいと思っています。
　この活動に高校生も参加してもらって、
国際人として優しく思いやりのある社会人
に育ってもらっています。20年が過ぎ高校
生も550名を超えました。これからもご支
援とご協力をお願いいたします。

前号を読んだ感想は？
　防犯灯電気代負担の話がありましたが、
子供たちだけではなく、高齢者の安全に
とっても必要なものですし、文字通り夜中
の防犯にも役立つものですから、町が全額
負担してくれた方が区としては気軽に要望
を出せるようになるのではないかと思いま
した。

議会や町行政へのご意見を！
　みよたんプレミアム付き商品券の販売は
毎回非常に助かっているので是非定期的に
販売してほしいです。
　去年龍神まつりに行った際に、昔に比べ
て屋台の数がかなり減っていてとても寂し
い気持ちになったので、是非かつてのよう
に道の両端を埋め尽くす屋台群をまた見た
いなぁと思います。
　主要な道は細かく整備されているが、細
い道などは部分舗装で道がガタガタしてい
るところがあるので、時間がかかっても良
いので部分修繕ではなく、一度に全部直し
てほしいです。

ハローアルソン・フィリピン
医療ボランティア 会長
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み よ た で 暮 ら し て議会だよりを読んで

表紙の写真 昔の役場と今の役場

　現在ご利用いただいている新しい役場庁舎は、平成 30年 5月にオー
プンして 6年が経ちました。明日への期待が芽生える新庁舎と、懐か
しく思い出深い旧庁舎を同時にご覧いただき、御代田町の歴史と未来
を感じて欲しいと思い、表紙としました。御代田町議会は、御代田町
を伝統とともに、より良い未来へと導くための活動をしてまいります。


